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■グリッド展開の1つの方向としてのビジネスグリッドはタ

イムリーな記事でした．しかも大企業を対象とするアプロー

チだけでなく，GridASPのような現実的解として期待できる

展開は特に興味を引かれました．� （平川正人）

■今まで言葉だけしか聞いたことのなかったビジネスグリッ

ドのことがよく分かりました．贅沢をいえば，もう少し早い

時期にこの特集が組まれてもよかったのではと思います．

� （匿名希望）

■大規模なシステムの運用,�管理のすごさを垣間見させてい

ただきました．� （匿名希望）

■グリッドコンピューティングという考え方自体は昔からあ

るものですが，ビジネス用情報システムへの応用という面で

は，斬新な概念だと思います．非常に興味深く読ませていた

だきました．� （菊地　誠）

■興味を持って読みましたが，社会的（Web的？）には，少

し遅い記事ではないでしょうか？　情報処理の視点からは，

もう少し早い分析が行われてもよかったのではと思います．

新しい技術(社会的現象)への対応が遅いと感じました．

� （匿名希望）

■実際にSNSに参加し，ログイン率も高い私自身としては，

SNSの取り組み等に関する記事が今号にあり面白かった．

� （匿名希望）

■mixiというSNSに強い関心を示す学生が多く，SNSとは何

であるのか興味がありました．解りやすい論説で，参考にな

りました．� （水野光朗）

■SNSのオープン化とメタデータについて書かれていました

が,�この点について今後の展望をもう少し深く書いていただ

きたく思いました．� （平島大志郎）

■SNSの歴史，研究の現状，今後の研究課題・展望について，

今月の会員の広場では，9 月号へのご感想・ご意見を紹介いたしま

す．まず，特集「ビジネスグリッドコンピューティング」について

は，以下のようなご感想・ご意見をいただきました．

今月の会員の広場では，9 月号へのご感想・ご意見を紹介いたしま

す．まず，特集「ビジネスグリッドコンピューティング」について

は，以下のようなご感想・ご意見をいただきました．

分かりやすくまとめてあり，大変参考になりました．

� （匿名希望）

■「SNSの現在と展望」において，利用者自らが過剰な情報

公開を行ってしまう等の問題が起きており，情報リテラシー

の普及が必要であると筆者は述べている.�確かにそうである.�

過剰な情報公開をシステムで自動的に回避することも可能だ

ろう．� （匿名希望）

■新連載の「グリッドとSOAからみるWebサービス標準技術」

が楽しみ．� （根津芳香）

■タイトルのつけ方が絶妙でした．内容もよかったです．

� （黒田幸明）

■JAISTシャトルについてのエピソードを使用したミドル

アップマネジメントの成功例は分かりやすく読めました．こ

のような具体的な事例を使用した解説は分かりやすく思え�

ます．� （平島大志郎）

■知の共鳴の事例を紹介されていたので，とても参考になり

ました．新たな気付きがありました．� （匿名希望）

■本連載は大変広い視野からの分析であり，以前の連載とは

趣を異にしていたように思う．特に移動大学のくだりには関

心を持った．「知の共鳴」は我々の目指すところを端的に表

現する良いフレーズだと思った．「知の共鳴」で現代社会が

抱える複雑な問題を一気に解決できるわけではなく若干楽観

的だと感じる反面，理想論としてこのような枠組みを打ち立

てておくことも重要だと思った．� （匿名希望）

■研究会を非常に身近に感じることのできるような連載だと

思います．今後の連載に期待しています．� （平島大志郎）

■今回は少々硬めでした．次回からの本番に期待します．

� （黒田幸明）

■ぜひ多くの読者の期待を裏切らないような良いものにして

ください．� （匿名希望）

■他の研究会の内容が紹介されるようなので，楽しみにして

います．他の研究会がどんな活動をされているのか知りませ

んので，それを知ることができることを期待します．

� （山田宏之）

■各種統計量から研究会活動の様子を垣間見ることができま

会員の広場会員の広場
Member's Voice

解説「SNS の現在と展望 ─コミュニケーションツールから情報流

通の基盤へ─」につきましては，以下のようなご感想・ご意見をい

ただきました．

連載「ナレッジマネジメント『ナレッジマネジメントによる“知の

共鳴”』」につきましては，以下のようなご感想・ご意見をいただき

ました．

連載「グリッドと SOA からみる Web サービス標準技術『グリッド

と SOA との意外な関係』」につきましては，以下のようなご感想・

ご意見をいただきました．

コラム「研究会千夜一夜『連載開始にあたって』」につきましては，

以下のようなご感想・ご意見をいただきました．
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した．� （匿名希望）

■Rubyが，「長続きしたから成功した」，というのが印象に

残りました．� （匿名希望）

■Rubyについて，大変平易かつ解りやすい論考で，勉強に

なりました．� （水野光朗）

■Rubyに興味があったため，世界的に広まり成功するまで

のエピソードは非常に面白く読めました．Ruby�on�Railsが生

まれるまでのエピソードも書いていただけると，より広い読

者の関心を得られたのではないかと思います．�（平島大志郎）

■1人の個人が作り始めたプログラミング言語が，メーリン

グリストによるコミュニティの力でどんどん育っていく過

程が書かれており，とても面白かったです．「開発動機の維

持」について「コミュニティに啓発されつつプログラミング

する楽しさにはまっている間にあっという間に時間が過ぎ

去った」と書かれています．楽しいと感じることは，仕事に

飛躍的発展をもたらす非常に重要な要素なのだと改めて感じ

ました．楽しいと感じる環境を作る上で，ネット上のコミュ

ニティが大きな役割を果たした成功例としてとても興味深い�

です．� （匿名希望）

■書評を復活していただいてうれしく思います．これからは

より幅広い書籍を扱っていただけるとうれしいです．

� （平島大志郎）

■土井氏による書評が面白かった．今後も，商業雑誌とは違っ

た切り口の書評を求む．� （根津芳香）

■今回，書評があったのはとてもよかった．よくまとめてあ

り，読んでみたいという意欲を起こさせるものであった．読

書のよい指針になった．これからも続けてほしい．

� （匿名希望）

■解説「動向情報の要約と可視化�─言葉と図で情報をまとめ

る─」および「携帯電話機のソフトウェアプラットフォーム」

の記事も大変興味深く読ませていただきました．

� （平川正人）

■コラム「標準化よもやま話『JPEG特許に関する最近の話

題』」について：毎回面白い話が読めて楽しい．長く連載を

お願いしたい．� （匿名希望）

■実践的IT教育がさまざまな機関で取り組まれています．特

集で取り上げていただけるとありがたいです．� （黒田幸明）

■目次が「特集／解説／連載／コラム」と内容のカテゴリー

別になっていて，ページの順番になっていないのは，不便に

感じます．目次に掲載されている順に，各記事が並んでいて

ほしいと思います．� （匿名希望）

■今月も読みこなすほど十分な時間がなかったのが悔やま�

れる．� （匿名希望）

� 【本誌担当　白井良成，柳本豪一／書評・ニュース分野】

ご意見をお寄せください！！

皆様にとって会誌をより役立つものとするため，自由なご意見，ご感想をお待ちしております．

　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言

　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言

など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．

なお，「道しるべ」については　<UR L：http://www.ipsj.or.jp/07editj/toukou/michishirube/michishirube.html> で

これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．

※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめご了承ください．

なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱

いいたします．<UR L：http://www.ipsj .or . jp/somu/privacypolyicy.html>

　　　応 募 先 〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　情報処理学会　会誌編集部門　

 E-mai l : editj@ipsj .or . jp　Fax (03)3518-8375　

 http ://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enq4712.html

　これらのコメントはWeb 版会員の広場「読者からの声」<URL:http ://www.ipsj .or . jp/07edit j/dokusha/

dokusha .html> に掲載していますので，そちらもご参照ください . 会誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会

Web ページでも受け付けております．今後もよりよい会誌を作るため，ぜひ皆様のお声をお寄せください．

会誌の内容や今後取り上げて欲しいテーマに関して，以下のような

ご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にいたします．

その他の記事に関しては，以下のようなご感想をお寄せいただきま

した．

コラム「オープンソース事情『Ruby 成功の秘訣』」につきましては，

以下のようなご感想・ご意見をいただきました．

書評「『おもしろい』のゲームデザイン ─楽しいゲームを作る理論」

につきましては，以下のようなご感想・ご意見をいただきました．
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2006年
 平成18年度優秀教育賞・優秀教材賞候補者推薦募集 12月19日（火） 
 http://www.ipsj.or.jp/12kyoiku/ED-Award2006boshu.html
 論文誌「組込みシステム工学」特集への論文投稿 12月31日（日） 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/07-G.html
12月14日（木）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2006」 9月15日（金） 12月4日（月） 同志社大学 
12月15日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/S-CH2006.html  定員になり次第 
   ※当日参加も可能です
12月15日（金）～ 第68回音楽情報科学研究発表会 10月16日（月） 当日のみ 京都精華大学 
12月16日（土） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/MUS68.html
12月16日（土） 第5回エンタテインメントコンピューティング研究発表会 10月13日（金） 当日のみ 京都工芸繊維大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/EC5.html
12月17日（日）～ 第4回教育学習支援情報システム研究グループ発表会 10月27日（金）  熊本大学 
12月18日（月） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/CMS4.html
12月21日（木）～ 第64回音声言語情報処理研究発表会 10月20日（金） 当日のみ 名古屋大学 
12月22日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/SLP64.html
12月21日（木）～ 第62回数理モデル化と問題解決・第7回バイオ情報学合同研究 10月26日(木) 当日のみ 電気通信大学 
12月22日（金） 発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/MPS62BIO7.html
2007年
 論文誌「ゲームプログラミング」特集への論文投稿 1月19日（金） 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/07-J.html
 平成18年度長尾真記念特別賞候補者推薦募集 1月19日（金）  
 http://www.ipsj.or.jp/03somu/nagao/h18boshu.html
 論文誌「インタラクションの理解とデザイン」特集への論文投稿 3月31日（土） 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/07-F.html
 論文誌「人間中心のユニバーサル／ユビキタス・ネットワーク 4月6日（金） 
 サービス」特集への論文投稿 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/08-C.html
1月11日（木）～ 第157回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会 10月25日（水） 当日のみ 立命館大学（びわこ・ 
1月12日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/CVIM157.html   くさつキャンパス） 

1月12日（金） 『攻めの IT，守りの IT～企業戦略にしめる IS戦略の位置づけの  1月10日（水） 日本 IBM（株）本社 
 変化を探る～』チュートリアル 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/IStutorial.html
1月15日（月）～ SAINT2007 The 2007 Symposium on Applications and the  7月1日（土）  広島国際会議場 
 Internet 
1月19日（金） http://infonet.cse.kyutech.ac.jp/conf/saint07/
1月17日（水）～ 2007年ハイパフォーマンスコンピューティングと   つくば国際会議場 
1月18日（木） 計算科学シンポジウム（HPCS2007） 
 http://www.hpcc.jp/hpcs/
1月17日（水）～ 第128回システムLSI設計技術研究発表会 11月10日（金） 当日のみ 慶應義塾大学  
1月18日（木） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/SLDM128.html   日吉キャンパス
1月18日（木） 東海支部主催講演会「ウニ卵黄タンパク質の研究とICT」  参加費無料 愛知県立大学 
   （参加資格は 学術文化交流センタ 
 http://www.ipsj.or.jp/sibu/tokai/  問いません） 小ホール
1月18日（木）～ 第62回プログラミング研究発表会 11月10日（金） 当日のみ メルパルク沖縄 
1月19日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/PRO62.html
1月22日（月）～ 第163回計算機アーキテクチャ・第3回組込みシステム合同研究 11月20日（月） 当日のみ 慶應義塾大学  
1月23日（火） 発表会   日吉キャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/ARC163EMB3.html
1月23日（火） 第110回アルゴリズム研究発表会 11月23日（木） 当日のみ 電気通信大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/AL110.html
1月23日（火）～ Asia and South Pacific Design Automation Conference 2007 7月10日（月）  パシフィコ横浜 
1月26日（金） （ASP-DAC2007） 
 http://www.aspdac.com/aspdac2007/
1月25日（木） ソフトウェアジャパン2007   タワーホール船堀
1月25日（木）～ ウィンターワークショップ 2007・イン・那覇   ホテルオーシャン，他 
1月26日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/SEW2007.html
1月25日（木）～ 第141回データベースシステム・第62回グループウェアと 11月24日（金） 当日のみ メープル有馬 
1月26日（金） ネットワークサービス・第16回放送コンピューティング研   （神戸市有馬温泉） 
 究グループ合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/DBS141GN62.html
1月26日（金） 第59回デジタルドキュメント研究発表会 11月22日（水） 当日のみ 九州大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/DD59.html   伊都キャンパス
1月29日（月） 短期集中セミナー「組込みシステム技術の展望」 1月22日（月） 定員になり次第 化学会館7Fホール 
 http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/shortseminar/2006/emb.html
1月30日（火）～ 第104回システムソフトウェアとオペレーティング・システム 12月1日（金） 当日のみ 立命館大学  
1月31日（水） 研究発表会   びわこ・くさつキャン 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/OS104.html   パス エポック立命
2月7日（水） 東海支部主催講演会「量子誤り訂正符号の構成法」  参加費無料 愛知工業大学 
   （参加資格は 本山キャンパス 
 http://www.ipsj.or.jp/03somu/shibu/tayori/tayori.html  問いません）
2月19日（月）～ 第126回グラフィクスとCAD研究発表会 12月15日（金） 当日のみ 新宿三井ビル 
2月20日（火） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/CG126.html
3月5日（月） 第8回バイオ情報学研究発表会  当日のみ 大阪大学 
 http://www.ipsj.or.jp/katsudou/sig/sighp/bio/index.html   豊中キャンパス
 

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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［トピックス］
■ 11月 15日 ソフトウェアジャパン 2007開催 ［1月 25日 タワーホール船堀］参加申込受付中［締切：1月 18日］
■ 11月 15日 人材募集情報（11月）更新しました
■ 11月 15日 高校教科「情報」未履修問題とわが国の将来に対する影響および対策
■ 10月 23日 ITフォーラム ユーザスタディフォーラム「第 6回シナリオ創発ワークショップ」論文募集（投稿締切 11/19）
■ 10月 5日 ソフトウェアジャパン 2007ではスポンサー・サポーターを募集しております

［学会からのお知らせ］
■ 11月 13日 論文誌（ジャーナル）の論文査読状況を更新しました
■ 10月 13日 「インタラクションの理解とデザイン」特集の論文募集
■ 10月 10日 日本学術会議：声明「科学者の行動規範について」
■ 10月 2日 平成 18年度長尾真記念特別賞・業績賞候補者推薦募集

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
3月6日（火）～ 第69回全国大会  2月9日（金） 早稲田大学 理工学部 
3月8日（木） http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/taikai/69kai/index.html   （大久保キャンパス）
3月9日（金） 第44回分散システム／インターネット運用技術研究発表会 1月19日（木） 当日のみ 筑波大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/DSM44.html
3月14日（水）～ 第99回情報システムと社会環境研究発表会 12月22日（金） 当日のみ 専修大学 
3月15日（木） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2006/IS99.html   神田キャンパス
3月15日（木）～ ネットワーク生態学研究グループ第3回シンポジウム   中央大学・ 
3月16日（金） http://www.jaist.ac.jp/~yhayashi/NetEcoG_top.html   後楽園キャンパス
3月15日（木）～ インタラクション2007 10月26日（木）  学術総合センター／ 
3月16日（金） http://www.interaction-ipsj.org/   一橋記念講堂
9月5日（水）～ FIT2007 第6回情報科学技術フォーラム   中京大学  
9月7日（金）    豊田キャンパス

Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/）更新情報
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■東京大学情報基盤センター・キャンパスネットワーキング研究部門

募集人員 助教授または講師　1名
担当業務 ネットワークの高機能化・高度化と情報セキュリティにかかわる研究．情報セキュリティの確保と向上を含む，キャンパスネッ

トワークの幹線部と支線部の構築と運用・管理，および情報システムの構築と運用・管理
応募資格 博士学位を取得済みであること．平成19年1月1日において40歳以下であることが望ましい
着任時期 可能な限り早い時期
提出書類 履歴書，実務歴説明書（A4用紙で2, 3枚程度で，詳しく記述すること），研究歴と研究業績リスト（主要論文別刷を添付のこと），

応募者について意見を伺える方2名の氏名と連絡先，本センターに応募する理由と抱負（1200字程度）
応募締切 平成18年12月25日（必着）
送 付 先 〒113-8658 東京都文京区弥生2-11-16　東京大学情報基盤センター　総務係宛　親展として「キャンパスネットワーキング研究部

門応募書類在中」と朱書　＊応募書類は返却いたしません
照 会 先 情報基盤センター　総務係　E-mail:soumu@itc.u-tokyo.ac.jp　Tel (03)5841-2710
そ の 他 面接を行うことがあります

■徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部

募集人員 助手　1名（常勤）
所　　属 情報ソリューション部門感性情報処理大講座
 （併任）先端技術科学教育部知能情報システム工学コース基礎情報工学講座
 （併任）工学部知能情報子工学科基礎情報工学講座
専門分野 自然言語処理，感性情報処理，知能メディア，多言語情報検索・要約・翻訳・活用など
担当科目 ソフトウェア設計および実験，コンピュータ入門など
応募資格 着任までに博士またはPh.D.の学位を有し，35歳以下，上記専門分野に従事または興味を持ち，新しい問題に積極的にチャレン

ジする意欲的な若手研究者
着任時期 平成19年3月1日，またはそれ以降の早い時期
提出書類 履歴書，研究業績リスト（学術論文（学位論文も含む），国際会議発表論文（学術論文と重複するものはその旨記載），国内学会発表，

著書，解説，特許などに分けて記載），教育に関する抱負（A4用紙１枚以内），研究に関する抱負（A4用紙１枚以内），主要学術論
文別刷（5編以内，コピー可），応募者について所見をいただける2名の方の推薦書または氏名と連絡先

応募締切 平成19年1月15日（必着）
送付先／照会先 〒770-8506 徳島県徳島市南常三島町2-1　徳島大学工学部知能情報工学科　教授　任　福継（学科長）
  E-mail:ren@is.tokushima-u.ac.jp　Tel (088)656-9684　Fax (088)656-6575　「教員（助手）応募書類在中」と朱書し簡易書留
  ＊原則として提出書類は返却いたしません
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.e.tokushima-u.ac.jp/Koubo/index.html）をご覧ください
 提出書類の個人情報については，教員選考の目的以外には使用しません．相応しい候補がいれば，応募期限前に選考を開始する

ことがあります
 【選考方法】一次選考：書類審査，二次選考：面接

人材募集
（有料会告）

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲
載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科
目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ 
 E-mail，Faxまたは郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 21,000円（税込）
 賛助会員（企業） 31,500円（  〃  ）
 賛助会員以外の企業 52,500円（  〃  ）
 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000円で同一内容を本会Webページに 
 　掲載できます．
申 込 先：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail:editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375
 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし返信がない場合は念のため 

　確認のご連絡をください．

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと
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■北陸先端科学技術大学院大学情報科学センター

募集人員 助教　1名（任期付き）
専門分野 科学技術計算サービスを含む情報環境の構築と管理・運用およびこれらに関する研究開発
応募資格 博士の学位を有し，上記分野に熱意を有する方
着任時期 平成19年4月1日（予定）
提出書類 履歴書，研究業績リスト（研究論文は，国際論文誌，査読付き国際会議，国内の論文誌，その他に分けて年代の逆順にリストし

てください），主要論文別刷（3編程度，コピー可），左記論文の評価の参考になる特記すべき事項なども含めてこれまでの研究の
概要（1000字程度），システム管理経験，これまでの研究およびシステム管理経験を踏まえて本学情報環境の構築と管理・運用お
よび科学技術計算サービスへの抱負（1500字程度），紹介者2名の連絡先（E-mailアドレスを含む．紹介者への照会は，選考の過
程で必要に応じて行います）

応募締切 平成19年1月19日（必着）
送付先／照会先 〒923-1292 石川県能美市旭台1-1　北陸先端科学技術大学院大学情報科学センター　松澤照男
  E-mail:matuzawa@jaist.ac.jp　Tel (0761)51-1301（直通）　Tel (0761)51-1300（情報科学センター代表番号）　
  「教員応募書類在中」と朱書し簡易書留
そ の 他 本学の情報および情報科学センターの詳細はJAISTのWebページ（http://www.jaist.ac.jp）をご覧ください
 【任　　期】公募している本助教の任期は5年と定められています．ただし，本人からの再任申請に基づき，審査を経て3年の延長 

　　　　　が認められます．また，テニュア制の導入が予定されています
 【選考方法】これまでの研究，システム管理経験，本学での抱負などを精査し，また必要に応じて紹介者の意見を参考に候補者を 

　　　　　 決定いたします．選考の途中で，提出いただいた資料に関する説明やその他の資料の提出，講演などをお願いする場 

　　　　　 合があります．応募者の秘密は厳守します

■岩手県立大学ソフトウェア情報学部およびソフトウェア情報学研究科

募集人員 准教授または講師　1名
専門分野 データベースシステム学，データエンジニアリング，ユビキタス・データコンピューティングに関する分野
担当講座 データベースシステム学
担当科目 学部・大学院での「ソフトウェア設計学」，「ファイルとデータベース」，「ソフトウェア設計特論」および「基盤情報特論」ならびに

修論・博論指導
応募資格 次の条件を満足する方：博士の学位を有する方，大学院博士課程の研究教育指導が担当でき，情熱を持って教育・研究・学生指

導にあたれる方，年齢40歳未満の方
着任時期 平成19年４月1日（予定）
提出書類 履歴書（学歴，職歴，学会活動，受賞歴などを含む），研究業績リスト（著書，学位論文，学術雑誌論文，国際学会論文などに分類），

学位論文（コピー可），主要著書・学術論文別刷（コピー可）と学位取得証明書，教育に関する業績および教育に関する見解（1000
字程度），参考となる意見を伺える方2名からの推薦書と連絡先

応募締切 平成19年1月31日（17 :00 必着）
送 付 先 〒020-0173 岩手県滝沢村滝沢字巣子152-52　岩手県立大学ソフトウェア情報学部長　菅原光政　「データベースシステム学講座

教員応募書類在中」と朱書し簡易書留　＊応募書類は返却いたしません
照 会 先 ソフトウェア情報学部事務室　E-mail:softjimu@ml.iwate-pu.ac.jp　Tel (019)694-2500（ダイヤルイン）
そ の 他 選考にあたっては書類・業績審査の後，面接を実施し，決定いたします．選考結果は応募者ご本人に通知します

■広島大学大学院工学研究科情報工学専攻

募集人員 助教授　1名
所　　属 情報コミュニケーション工学講座（システム数理論教育科目）
専門分野 情報学基礎（計算理論，言語理論，プログラム理論，数理論理学など）
担当科目 大学院工学研究科において「情報学基礎特論」．総合科学部において「論理と計算」および数学科目（微分学，積分学，線形代数学

などの講義および演習）
応募資格 博士の学位を有し，大学院（博士課程）の担当ができる方
着任時期 平成19年10月1日
提出書類 履歴書（学歴，職歴，学界ならびに社会における活動，受賞歴などを含む），研究業績リスト（学位論文，査読付き学術雑誌論文，

国際会議論文，著書，特許などに分類），研究論文概要（学位論文概要と研究論文概要に分類して，A4用紙に2枚以内），学位論文・
主要学術論文別刷（5編以内，コピー可），情報工学への応用を含む今後の研究計画（A4用紙に2枚以内），教育実績および教育業
績（教育経験や工学教育に関する論文・著書など），教育に関する見解（A4用紙に1枚以内），取得研究費（過去10年間に取得した
研究費のリスト），応募者に関する所見を求め得る2名の方の氏名と連絡先　

 ＊選考状況により別途書類などの提出を求めることがあります
応募締切 平成19年2月2日（必着）
送付先／照会先 〒739-8527 広島県東広島市鏡山1-4-1　広島大学大学院工学研究科情報工学専攻　桑田正秀　
  E-mail:kuwada@mis.hiroshima-u.ac.jp　Tel (082)424-6468　Fax (082)424-0756　「教員応募書類在中」と朱書し簡易書留
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■（株）豊田中央研究所

募集人員 正社員　1名
職務内容 自動車の走行環境認識
応募資格 画像認識の経験を有する修士以上の方
着任時期 平成19年4月1日以降（応相談）
提出書類 応募職種・職務内容を明記の上，次の書類をお送りください：履歴書，職務歴（研究実績），論文リスト，主要論文別刷（コピー可）
応募締切 平成19年3月31日（必着）
送付先／照会先 〒480-1192 愛知県愛知郡長久手町大字長湫字横道41-1　（株）豊田中央研究所　総務部人事課　羽田，宮崎
  E-mail:saiyo@mosk.tytlabs.co.jp　Tel (0561)63-6509　Fax (0561)63-5744
そ の 他 Webページ（http://www.tytlabs.co.jp/）

詳しくは http://www.ipsj.or.jp/ をご覧ください

申込／照会先　　社団法人　情 報 処 理 学 会
　〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5 化学会館4F
　Tel(03)3518-8370（会員サービス部門）　E-mail:mem@ipsj.or.jp

今一番新しい
研究分野は
何かな？

IT時代を
リードしたい！

そうだ，
情報処理学会に
入ろう！

ITの最新情報，研
究発表の場の提供
を通じて，あなた
のお役に立ちます
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　本会の主催・共催行事および協賛・後援記事の次第書（論文募集，参加案内等）の本誌掲載については，下記により有料にて
取り扱っていますのでお知らせします．

記

■掲載条件

件名 内容 掲載単位 掲載料金（消費税込）

論文募集／
参加者募集

国際会議，シンポジウム，ワークショ
ップ，講演会，講習会などの論文募集・
参加者募集

1ページ，1/2 ページまたは
1/4 ページ

（主催・共催）

　1ページ 52,500 円

　1/2 ページ 31,500 円

　1/4 ページ 21,000 円

（協賛）

　広告として取り扱う

人材募集 国公私立教育機関，国公立研究機関，
企業の人材募集

10 行程度 国公私立教育機関，国公立研究機関 21,000 円

賛助会員（企業） 31,500 円

賛助会員以外の企業 52,500 円

＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000 円で同一内容を本会Web ページに掲載できます．

■申込方法	 任意の用紙に，件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web 掲載の有無
	 	 （人材募集のみ）などを記載し，掲載希望原稿を添えて下記の申込先へお申し込みください．

■原稿の書き方

　●行事次第書：	 A4 判カメラレディまたは PDFファイル（フォント埋め込み）とします．
　　　　　　　	 （1 ページ）				天地 260mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 （1/2 ページ）天地 130mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 （1/4 ページ）天地		65mm	×	左右 175mm
　　　　　　　	 ＊ A4 判以外の原稿は縮小または拡大となりますのでご留意ください．

　●人 材 募 集：	 次の項目を明記し，E-mail または Fax，郵送にてお送りください．
　　　　　　　	 ［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，

照会先］
　　　　　　	 ＊なお，都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．

■申込期限	 毎月 15 日を締切日とし，翌月号（15 日発行）に掲載します．

■掲載料金	 掲載号発行日に料金を請求いたしますので，3カ月以内にお支払いください．

■掲載申込先	 （社）情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）
	 	 〒 101-0062	東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
	 	 E-mail:editj@ipsj.or.jp　Tel（03）3518-8371　Fax（03）3518-8375

◆◆ 有料会告について ◆◆
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http://www.ipsj.or.jp/09sig/kenkyukai/toroku.html詳しくはこちら
Webからも申し込めます

お申し込み

お問合せは

登録希望研究会の申込欄に○をご記入ください。
無料申請は 1件のみです。

事務局へ FAX（03-3518-8375）

　〒101-0062
　東京都千代田区神田駿河台 1-5 
　　　　　　　　　　　　　化学会館 4F
　( 社 ) 情報処理学会 研究部門　調査研究担当
　　　　Tel(03)3518-8372（研究部門直通）
　　　　Fax(03)3518-8375（共通）
　　　　E-mail:sig@ipsj.or.jp

今すぐ
チェックして
申し込もう！

平成18年度学生会員用研究会無料登録申込書

<平成18年度研究会一覧>

年　　月　　日

平成18年度研究会の中から

無料で1件登録できます！
データベースシステム
ソフトウェア工学
計算機アーキテクチャ
システムソフトウェアとオペレーティング･システム
システム LSI 設計技術
ハイパフォーマンスコンピューティング
プログラミング
アルゴリズム
数理モデル化と問題解決
組込みシステム
マルチメディア通信と分散処理
ヒューマンインタフェース
グラフィクスと CAD
情報システムと社会環境
情報学基礎
オーディオビジュアル複合情報処理
グループウェアとネットワークサービス
分散システム／インターネット運用技術
デジタルドキュメント
モバイルコンピューティングとユビキタス通信
コンピュータセキュリティ
高度交通システム
高品質インターネット
システム評価
ユビキタスコンピューティングシステム
自然言語処理
知能と複雑系
コンピュータビジョンとイメージメディア
コンピュータと教育
人文科学とコンピュータ
音楽情報科学
音声言語情報処理
電子化知的財産・社会基盤
ゲーム情報学
エンタテインメントコンピューティング
バイオ情報学

会員番号

氏　名
フリガナ

E-Mail
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　御茶ノ水に事務局が移転してからあと二月余りで 3年にな
る．越してきたのが 3月だったから大学生も春休みに入ってい
て人はそれほど多くなく，近くの病院へ向かう救急車のサイレ
ンの音がたまに聞こえるくらいでいたって静かな街に感じた．
間もなく学生たちも新学期を迎え戻ってきて，向かいの予備校
の校舎建設の音が響き渡り，かなりにぎやかになった．
　東京は緑が少ないと思われがちだが手付かずのところがない
だけで，街路樹や庭木は案外多い．事務局の入っているビルが
面している通りも「とちの木通り」（または「マロニエ通り」）
といって，栃の木の街路樹が御茶ノ水から水道橋の方へ下ると
ころまで続いている．越してきた頃は落葉していて木の存在を
意識していなかったのだが，春になり道の両側に並んでいる大
きな木に大きな葉が付くと通りの様子がガラリと変わった．道
の先にニコライ堂が見える窓の景色はヨーロッパの街の一角の
ようだった．夏になると葉は一層繁り，車道まですっかり覆っ
ていた．そこから滝音のようにセミの声が響いて何とも森の中
にいるような雰囲気だった．9月のある日，事務局長の机の上
に栗の実のようなものがいくつか並んでいたので「これは何で
すか？」と尋ねると栃の実だと答えられた．あの和菓子等の中
にいつも原型をとどめずに入っている栃の実というのが，こん

なものだとこの時初めて知った．これはひとつ入手しなくては
と翌日，足元をキョロキョロ探したが 1つも落ちていない．帰
りがけにも探してみると，前を行くスーツ姿の男性が体を屈め
て何かを拾った．拾っていた場所には栗で言えばイガにあたる
物だけがパカッと口を開け落ちていた．次の日も年配の女性が
拾っている．栃の実は人気があったのだ．この年私は 1粒をや
っと拾って，今もそれは机の上に乗っている．10月の終わり
頃になると葉が茶色に変わり，日が傾く時間には 4階の窓の外
の葉が夕日を受けて金色に見えた．間もなく葉はバッサバッサ
落ちて秋も深まっていく．
　事務局は引越しが多く，最初，芝公園の機械振興会館から始
まり，規格部と分かれて近くの麻布台の小さなビルに移転した．
ここからは東京タワーの足元が見えた．次に毎日展望台に登っ
ているような新宿の高層ビルにも一時だけ居て，レインボーブ
リッジが見える（しかし見えたのは最初の頃だけ）田町へ移り
今の御茶ノ水に至る．私はこのうち 3回の引越しを経験したこ
とになる．どこもそれぞれ一長一短．当分は栃の木で季節の移
り変わりを感じることができそうだ．
 （細田直子／管理部門）

おふぃすらん

■ 各種問合せ先 ■

　（社）情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　http://www.ipsj.or.jp/

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容

■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会費等口座振替，海外からの送金

■ 会誌編集部門

会誌編集 editj@ipsj.or.jp 03-3518-8371 会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，転載許可，出版，著作権

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル）の編集・査読

調査研究／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，シンポジウム，研究グループ，論文誌（トランザクション）

■ 事業部門

事　業／国　際 jigyo@ipsj.or.jp 03-3518-8373 全国大会，FIT，連続セミナ，プログラミング・シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会

■ 管理部門

総　務 somu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

理事会，支部，役員選挙，名誉会員

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

図　書 tosho@ipsj.or.jp 出版物購入

■ 情報規格調査会

規格部 standards@itscj.ipsj.or.jp
標準化フォーラム
〒 105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8　機械振興会館 308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　http://www.itscj.ipsj.or.jp/
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会員サービスのご案内

　会員の皆様に特典としてご利用いただける各種サービスをご案内いたします（本会 Web ページ：http://www.ipsj.
or.jp/06mem/kaiin/service-ta.html 参照）．会員特典等にご意見ご要望等がございましたら事務局会員サービス部門

（E-mail:mem@ipsj.or.jp）までお寄せください．

◆ ホテル（10 〜 53％割引）

　サンルートホテル，チサンホテル，ホテル法華クラブ，JR ホテルグループ，東急ホテルズ，プリンスホテル，

　第一ホテルチェーン，JR 東日本ホテルチェーン，ガーデンホテルズ，三井観光グループ／ホテル，全日空ホテルズ，

　都ホテルズ & リゾーツ，ホテル京急グループ，ダイワロイヤルホテルズ，エイチアールエヌ，ウィクリーマンション東京
◆ レンタカー（10 〜 48％割引）
　 ニッポンレンタカー，日産レンタカー，マツダレンタカー
◆ パック旅行（3 〜 7％割引）

　ジェイティービー，日本旅行，近畿日本ツーリスト，東急観光，京王観光，ジャルパックサービス，

　エンターティメントエクスプレス

◆その他（書籍・コンピュータソフト割引販売，レンタルオフィス）

　UC 丸善アカデミックカード，バーシティウェーブ（教育機関所属の方はアカデミック価格で），デスカット，

　日本工業技術振興協会

書評・会議レポート募集のお知らせ

　情報処理学会会誌編集委員会では，会誌「情報処理」に掲載する書評，および会議レポートを広く会員の皆さま
から募集しています．

1．募集対象　　次の 2種類の記事について，原稿を募集します．
　　a）書　　評　　：過去 2年間に出版された，本学会員にとって有益な図書についての紹介もしくは批評．
　　b）会議レポート：情報処理に関する国際規模の会議・大会の報告など，時事性が高く，本学会員に広く知らせ
　　　　　　　　　　  る価値のある話題．

2．応募資格
　　原則として本学会員に限ります．

3．応募の手続き
　　1）表　　題：書評の場合は，著者名，書名，ページ数，発行所，発行年，価格，ISBNを書く．
　　　　　　　　  会議レポートは，見出しを書く．書評，会議レポートの別を左肩に書く．
　　2）評者名（会議レポートの場合は筆者名）・所属・評者連絡先（住所，E-mai，Faxなど）の記載を忘れずに．
　　3）本　　文：書評，会議レポートとも 2,100字前後で書く．
　　4）（必要であれば）参考文献，付録，図，表をつける．
　　詳しくは「原稿執筆案内」（http://www.ipsj.or.jp/07editj/toukou/shippitsu/kaishi.html）を参照してください．

4．原稿の取扱い
　　投稿された原稿は会誌編集委員会で審査し，採否を決定します．採用にあたっては原稿の修正をお願いすること
　　があります．あらかじめご了承ください．

5．照会／応募先　　（社）情報処理学会　会誌編集部門　E-mail:editj@ipsj.or.jp
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ご意見をお寄せください！
【1月 10 日頃までにお出しください】

 宛 先 （社）情報処理学会 モニタ係（下記のいずれからも送付できます）
 http://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enq4712.html Fax(03)3518-8375 E-mail:editj@ipsj.or.jp
 （E-mailで送信される場合は，10-1-aのようにコードでお答えください）

 ※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
  http://www.ipsj.or.jp/03somu/privacypolicy/privacypolicy.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コード］

1．ご氏名

2．ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.（　　　　　）　　　　　　-

3．E-mail:

4．業種： （a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（大学・高専など）
 （e）学生　（f）その他 ……………………………………………………………………………………………………………………… 4-

5．職種： （a）研究職　（b）開発・設計　（c）システムエンジニア　（d）営業　（e）本社管理業務
 （f）会社経営・役員・管理職　（g）教官／教員（大学・大学院）　（h）教職員（小・中・高校・高専など）
 （i）学生　（j）その他 ……………………………………………………………………………………………………………………… 5-

6．年齢： （a）10代　（b）20代　（c）30代　（d）40代　（e）50代　（f）60代以上 ……………………………………………………… 6-

7．性別： （a）男性　（b）女性 ……………………………………………………………………………………………………………………… 7-

8．あなたはモニタですか？：（a）はい　（b）いいえ ……………………………………………………………………………………………… 8-

9．あなたのご意見は「会員の広場」（会誌およびWeb）に掲載される場合があります．その場合：
　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない ………………………………………………………………………… 9-

10．今月号（2006年 12月号）の記事についてのあなたの評価をご記入ください．
　 ［ a …大変参考になった　　b …よい　　c …普通，どちらとも言えない　　d …悪い　　e …読んでいない ］

　特集：量子コンピュータと量子計算
　　1．量子コンピュータ ……………………………………………………………………………………………………………………………… 10-1-
　　2．量子情報処理と光による研究 ………………………………………………………………………………………………………………… 10-2-
　　3．Shorのアルゴリズムのための効率的な量子回路 …………………………………………………………………………………………… 10-3-
　　4．情報・物理双方から見た量子探索アルゴリズム …………………………………………………………………………………………… 10-4-
　　5．量子回路の自動設計手法 ……………………………………………………………………………………………………………………… 10-5-
　　6．量子－古典協調計算 …………………………………………………………………………………………………………………………… 10-6-
　　7．量子通信計算量理論 …………………………………………………………………………………………………………………………… 10-7-
　標準化よもやま話：思い出に残る国際会議………………………………………………………………………………………………………… 10-8-
　これからの情報処理学会：21世紀社会における ITの役割 ……………………………………………………………………………………… 10-9-
　ストリーム暗号の最新動向…………………………………………………………………………………………………………………………… 10-10-
　エネルギーキーデバイスとして注目される電気二重層キャパシタ……………………………………………………………………………… 10-11-
　教養としてのコンピュータ・サイエンス教育……………………………………………………………………………………………………… 10-12-
　研究会千夜一夜：ゲーム情報学とゲーム情報学研究会…………………………………………………………………………………………… 10-13-
　研究会千夜一夜：エンタテインメントコンピューティング研究会……………………………………………………………………………… 10-14-
　グリッドと SOAからみるWebサービス標準技術：WS-Notificationの基礎 …………………………………………………………………… 10-15-
　オープンソース事情：OSSはどこまで使えるのか？ ……………………………………………………………………………………………… 10-16-
　21世紀のコンパイラ道しるべ‥COINSをベースにして：COINSにおける並列化 …………………………………………………………… 10-17-
　

11．特に興味を持ってお読みになった記事とその感想をお書きください．

12．著者への質問，今後取り上げて欲しいテーマなどありましたらお書きください．
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■ 編集室 ■

Notice about Photocopying
  In order to photocopy any work from this publication, you or your 
organization must obtain permission from the following organization, which 
has been delegated for copyright for clearance by the copyright owner of this 
publication.
  Except in the USA
 Japan Academic Association for Copyright
 Clearance (JAACC)
 6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku,  Tokyo
 107-0052,  Japan
 E-mail: naka-atsu@mju.biglobe.ne.jp
 Tel: 81-3-3475-5618  Fax: 81-3-3475-5619
  In the USA
 Copyright Clearance Center, Inc. (CCC)
 222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923,  USA
 Phone: (978)750-8400  Fax: (978)750-4744
 http://www.copyright.com

複写される方に

Ｒ ＜学術著作権協会依託＞
　本誌に掲載された著作物を複写したい方は，（社）日本複写権センターと包
括複写許諾契約を締結されている企業の従業員以外は，図書館も著作権者から
複写権の行使の委託を受けている次の団体から許諾を受けてください．著作物
の転載・翻訳のような複写以外の許諾は，直接当学会へご連絡ください．
　〒 170-0052 東京都港区赤坂 9-6-41　乃木坂ビル
　学術著作権協会
　E-mail: naka-atsu@muj.biglobe.ne.jp
　Tel (03)3475-5618　Fax (03)3475-5619
　ただし，アメリカ合衆国における複写については，右記の In the USAに記載
の所へご照会ください．

　「おんぶにだっこ」が続いた特集の記事依頼．精力的に動い
てくれた河野さんのために『せめて 1つの記事だけでも取りつ
けたい』そうした思いが高まっていきました．『井元さんに頼
んでみましょうか？』『井元先生はとてもお忙しい方なので難
しいと思います』実感のこもった河野さんの反応でした．『今
回は無理かな』そうあきらめかけたとき，『手塚治虫は忙しい
ときほど原稿依頼を断らなかった』昔見た TVの映像を思いだ
しました．『井元さんは漫画家鳥山明の大ファン．ひょっとす
るといけるかな？』わずかな可能性に賭けて井元さんに電話し
ました．『…ということで，ぜひとも井元さんに特集記事の執
筆をお願いいたします』『いいですよ』快諾でした．7月の末の
ことです．
　11月に入って河野さんからメイルが届きました．『井元先生

から原稿はおくられてきましたか？』『まだです．直接連絡を
とって状況をお知らせします』井元さんと私は 25年にわたる
音楽仲間．『記事に穴をあけたくないのでよろしくお願いしま
す』『はい，この土日に頑張ります．…ところで最近ヴァイオ
リン弾いてます？　私は大阪にピアノを運びこんできていま
す』『研究室にですか？』『いやまさか』『井元さんとは自宅が
近いのに残念です』『お互い忙しいですが，また一緒にできる
といいですね』数日後の早朝送られてきた原稿に，井元さんが
渡英された年“1990年 4月”の文字をみつけました．渡英直前
の 3月，『ピアニッシモ』をもじって『イソガシッシモ』を連発し，
研究の夢を熱く語る井元さんを懐かしく思いだしました． 

 （白木善尚／本特集エディタ）

次号（1月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

「特集」安全と安心のための画像処理技術
 安全・安心のための画像処理技術の概要／危険を察知する車載画像処理技術／鉄道と乗降客の安全を確保する画像認識技術／
画像によるエレベータ内異常検知技術／プライバシーを考慮した映像サーベイランスシステム／環境を認識することの法的解

釈／画像認識を用いて安心を提供する情報セラピー

解 説

 リビングから始めるユビキタス－情報家電インタフェース－……………………………………………………………橋本政朋　他

報 告　　
　IEEE CS 60th Anniversary（仮） ……………………………………………………………………………………………中島秀之　　
　IEEEセイモア・クレイ賞（仮） ………………………………………………………………………………………………渡辺　貞　　
　高専プロコン関係（仮） ………………………………………………………………………………………………………堀内征治　　

委員会から　
　IFIP－情報処理国際連合－近況報告 ………………………………………………………………………………………中島秀之　　

連 載　グリッドと SOAからみるWebサービス標準技術／これからの情報処理学会／「情報学を創る」－科研プロジェクトが
 めざしたもの
コラム オープンソース事情／研究会千夜一夜／標準化よもやま話
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先                          所属部署

所 在 地  （〒    -    ）

      TEL（      ）     -          FAX（      ）     -

ご専門の分野

□インタフェース……………………………… 表 2 対向
□オーム社……………………………………… 前付 3
□サイエンス社………………………………… 目次前，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  前付最終

□ソフト・リサーチ・センター……………… 前付 2 上

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック□を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（また
は E-mail にて必要事項を記入の上）（株）精機通信社宛にご請求ください．

■「情報処理」 47巻 12号 掲載広告（五十音順）

□ すべての会社を希望

■「情報処理」
発　　行 社団法人 情報処理学会
発行部数 30,000部
体　　裁 A4判
発 行 日 毎当月 15日
申込締切 前月 10日
原稿締切 前月 20日
広告原稿 オフセット用ポジフィルム
原稿寸法 1頁 天地 260mm×左右 180mm

 1/2頁 天地 125mm×左右 180mm

雑誌寸法 天地 297mm×左右 210mm

■広告料金表
掲載場所 4色 2色 1色

表 2 346,500円
（税抜 330,000円） ─ ─

表 3 288,750円
（税抜 275,000円） ─ ─

表 4 404,250円
（税抜 385,000円） ─ ─

表 2対向 315,000円
（税抜 300,000円） ─ ─

表 3対向 278,250円
（税抜 265,000円）

199,500円
（税抜 190,000円）

162,750円
（税抜 155,000円）

前付 1頁 262,500円
（税抜 250,000円）

173,250円
（税抜 165,000円）

141,750円
（税抜 135,000円）

前付 1/2頁 ─ ─ 84,000円
（税抜 80,000円）

前付最終 ─ ─ 155,400円
（税抜 148,000円）

目次前 ─ ─ 155,400円
（税抜 148,000円）

差込
（A判 70.5kg未満　1枚）

288,750円（税抜 275,000円）

差込
（A判 70.5kg～ 86.5kg　1枚）

367,500円（税抜 350,000円）
＊左記料金はポジフィルム納入による料金です．
＊版下・製版等が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊断切広告は上記料金の 10％増です．ただし，表 4は不可．

お問合せ・お申込み・資料請求は

 広告総代理店（株）精機通信社
 Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sei@ss-com.co.jp　　

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073  東京都新宿区百人町 2-21-27

（株）精機通信社（Tel/Fax/E-mailは下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み
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●●● 賛助会員（3〜9口）

沖電気工業（株） （株）日立アドバンストデジタル 松下電器産業（株）

●●● 賛助会員（10〜19口）

（株）NTT データ グーグル（株） NTT コムウェア（株） （株）NTTドコモ

日本電信電話（株） マイクロソフト（株）

●●● 賛助会員（20〜50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

（株）東芝 日本アイ・ビー・エム（株） 三菱電機（株）

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（http://www.ipsj.or.jp）「会員サービス」のページからも各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　（社）情報処理学会　会員サービス部門　E-mail:mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 90名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，
ご提案をおうかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，毎号巻末に掲載しております所定の
用紙またはWebページ（http://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enquete.html）をお使いいただき，奮って事務局
までお寄せください．

　　（社）情報処理学会　会誌編集部門
　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375


